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 安良村跡は平久保半島の東海岸、安良川の

南に位置している。村が創建されたのは 1753
年で、石垣島の伊原間村から 48人、白保村か
ら 100人、竹富島から 200人、合計 348人を
移住して村建てを行った。その後、人口は 1761
年に 411人、1771年には 482人と増えていっ
たが、同年の大津波により村はほぼ破壊され、

村人口の 95.6％にあたる 461人が犠牲となっ
た。大津波後、平久保村から 51人を移住させ
て村を再建したが、風土病マラリアや飢饉な

どで人口は年々減少し、1873（明治６）年に
は戸数８、人口は 26人となった。1912（明治

45）年、最後まで村に残っていた住民が平久保村に移住し、安良村は廃村となった。 
安良村跡にあるこの御嶽は、村が廃された後も安良村関係者や平久保の人々によって信仰され、毎年

旧暦６月にはプーリィ（豊年祭）が執り行われている。御嶽はイビ（神域）や拝殿、境内を取り囲む石

積みも現存しており、ハスノハギリを中心とした御嶽林も良好な状態で残っている。安良村跡には、屋

敷の石積みや建物の礎石も残されており、御嶽とともに廃村となった旧村落の歴史を知ることができる

貴重な場所である。 
 

 
 

 
野底御嶽は、明治期に廃村となった野底村

の人々が信仰していた御嶽である。野底はも

ともと川平村の属地で、黒島の人々が船で出

作をしていたが、1732 年に黒島から 400 人、
新城島から25人程を移住させ野底村を創建し
た。その移住は強制的になされたと伝えられ、

民謡「つぃんだら節」に歌われるような男女

の悲哀も起こった。1771年には人口が 599人
と増えたが、その後、風土病マラリアや疫病

の流行、飢饉などによって人口が次第に減少

し、1903（明治 36）年には戸数８、人口 24
人（男 13・女 11）となった。1904（同 37）
年、野底村の人々は伊原間村へ移住し、村は

事実上の廃村となった。 
 戦後の 1954（昭和 29）年、琉球政府計画移民により野底地区に入植した多良間島出身者達が、多良
間島の「土原

んたばる

豊見親
とぅゆみゃ

」の神霊を野底御嶽に勧請し、一角にイビ（神域）を建てて信仰していたが、その

ようなことは良くないということで、信仰は途絶えたようである。 
 現在は、野底村に縁のある人々が信仰しており、近世八重山の廃村となった旧村落の変遷や民俗を知

るうえで貴重な文化財である。 
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指定年月日／2008（平成 20）年３月 12日 
所 在 地／野底 21－1 
 

有形民俗文化財  安
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ら
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指定年月日／2007(平成 19)年５月 25日 
所 在 地／平久保 347 
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